


     

　当企業集団は、株式会社山善（当社）及び子会社22社及び関連会社２社より構成され、工作機械、産

à ，当芝は　 𥄢 れ 館く会社よィ𦣝 ~販売 妭り 段，子会産





経 営 方 針

 

１．経営の基本方針 

  当社Ξ環̝墖 悗 娛
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 投資活動によるキャッシュ・フロー 

  当連結会計年度の投資活動による資金は、215 百万円の増加（前年同期は 1,049 百万円の増

加）となりました。これは主に、有形・無形固定資産取得による支出（202 百万円）と、利息









（単位：百万円）

金　額 構成比 金　額 構成比 金　額 構成比

％ ％ ％

Ⅰ

1. 114,245 105,095 113,156 

2. 9,471 15,273 15,120 

3. 2,099 219 331 

4. 1,534 1,380 1,505 

5. 3,319 3,298 3,546 

流 動 負 債 合 計 130,671 76.1 125,267 78.3 133,660 79.0

Ⅱ

1. 4,650 4,650 4,650 

2. 10,500 11,235 9,981 

3. 100 1,028 795 

4. 561 586 619 

5. 1,224 0 0 

6. 592 671 649 

固 定 負 債 合 計



（２）中間連結損益計算書 （単位：百万円）

金　額 百分比 金　額 百分比 金　額 百分比

％ ％ ％

Ⅰ 165,858 100.0 149,079 100.0 308,348 100.0

Ⅱ 147,370 88.8 132,495 88.9 273,844 88.8



（３）中間連結剰余金計算書



（４）中間連結キャッシュ・フロ－計算書 （単位：百万円）

当中間連結会計期間 前中間連結会計期間 前連結会計年度

自 平成17年４月１日 自 平成16年４月１日 自 平成16年４月１日

至 平成17年９月30日 至 平成16年９月30日 至 平成17年３月31日

金        額 金        額 金        額

Ⅰ．営業活動によるキャッシュ・フロー



１．連結の範囲に関する事項

　　　連結子会社数は、国内子会社５社､海外子会社７社の12社であります。

　　主要な子会社名は、Yamazen,Inc.、Yamazen Co.,Ltd.、Yamazen(Singapore)Pte.Ltd.、ヤマゼンクリ

　　エイト㈱、ヤマゼンロジスティクス㈱であります。

　　　また、非連結子会社10社は、いずれも小規模

¨た、非連結索硲 阿！外市0縞 ｗ ゾ範㌹

【



　②無形固定資産

　　　定額法を採用しております。

　なお、自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間（５年）

に基づいております。

　　(3)重要な引当金の計上基準

　①貸倒引当金

　債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、

貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額

を計上しております。

　②賞与引当金

　従業員に支給する賞与に充てるため、中間期末在職従業員に対し支払うべき未払

賞与見積額を計上しております。

　③退職給付引当金

　従業員の退職給付に備えるため、当連結会賞与見祖能見額を計上しておＸ賞 荍

に基づいております。糞 ▊吚 U 基



　　(5)重要なリ－ス取引の計上基準

　リ－ス物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外のファイナンス・リ－ス取引に

ついては、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっております。

　　(6)重要なヘッジ会計の方法

　①ヘッジ会計の方法

繰延ヘッジ処理によっております。

　なお、為替予約及び通貨スワップについては、振当処理の要件を満たしている場

合は振当処理を採用しております。

　②ヘッジ手段とヘッジ対象

ヘッジ手段………デリバティブ取引（為替予約、通貨及び金利スワップ取引）

ヘッジ対象………外貨建債権債務及び借入金（予定取引を含む）

　③ヘッジ方針

当社の内部規程に基づき、将来の為替・金利変動リスク回避のために行っておりま

す。

　④ヘッジ有効性評価の方法

事前評価及び事後評価は、比率分析等の方法によっております。

　　(7)消費税等の会計処理

　税抜方式を採用しております。

５．中間連結キャッシュ・フロ－計算書における資金の範囲

　　　中間連結キャッシュ・フロ－計算書における資金（現金及び現金同等物）は、手許現金、随時引き

　　出し可能な預金及びび夆換預し可播あお金おに金評置も利変廿につい環





（中間連結損益計算書還 き［ F 禝きと金額は、次のとおりであります。 と金額は、次のとおりであります。 と金額は、次のとおりであります。支払手数料1,282支払手数料1,179支払手数料2,348賃借・魔 料1,554賃借・魔 料1,505賃借・魔 料2,968運賃 1,778 運賃 1,712 運賃 3,440給料・賞与3,833給料・賞与3,676給料・賞与8,725賞与引当金繰 額1,526賞与引当金繰 額1,379賞与引当金繰 額1,505貸倒引当金繰 額 28 貸倒引当金繰 額 14 貸倒引当金繰 額 405







②リース取引関係

1.リース物件の所有権が借主に移転す 1.リース物件の所有権が借主に移転す 1.リース物件の所有権が借主に移転す

  ると認められるもの以外のファイナ   ると認められるもの以外のファイナ   ると認められるもの以外のファイナ

  ンス・リース取引   ンス・リース取引   ンス・リース取引

(1)リース物件の取得価額相当額、減価償 (1)リース物件の取得価額相当額、減価償 (1)リース物件の取得価額相当額、減価償

   却累計額相当額、減損損失累計額相当    却累計額相当額、減損損失累計額相当    却累計額相当額、減損損失累計額相当

   額及び中間期末残高相当額    額及び中間期末残高相当額    額及び期末残高相当額

取　得 減価償却 中間期末 取　得 減価償却 中間期末 取　得

25










